
 

や
っ
と
の
思
い
で
七
合
目
の
粟

ヶ
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
に
た
ど
り
着
く
。

毛
布
も
あ
り
綺
麗
に
維
持
さ
れ
て

い
る
。
貸
切
り
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
避
難
小
屋
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
良
い
上
に
天
気
も
良
か
っ
た

の
で
小
屋
前
の
ベ
ン
チ
か
ら
は
越

後
平
野
や
遠
く
の
山
々
が
よ
く
見

え
る
。
太
陽
は
６
月
な
の
で
ま
だ

ま
だ
沈
み
そ
う
に
な
く
、
ベ
ン
チ

は
風
も
弱
く
暖
か
い
。
展
望
を
楽

し
み
な
が
ら
お
茶
を
飲
み
、
ゆ
っ

く
り
歓
談
す
る
。
世
間
の
煩
わ
し

さ
も
自
分
の
こ
と
も
考
え
ず
、
の

ん
び
り
、
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
を

過
ご
さ
せ
て
戴
い
た
。 

  

や
が
て
陽
が
日
本
海
の
佐
渡
の

山
波
に
か
か

る
と
あ
っ
と

言
う
間
に
沈

む
。
町
の
灯
り

も
見
え
始
め

る
。
月
は
隠
れ

て
お
り
星
空
も
綺
麗
だ
。
新
潟
は

ま
だ
梅
雨
入
り
前
だ
が
、
や
や
靄

っ
て
お
り
天
の
川
も
日
本
海
の
漁

り
火
も
確
認
で
き
な
い
の
が
残
念
。

「
流
れ
星
!!!
」
と
Im
さ
ん
の
声
が

聞
こ
え
る
。 

 

 

朝
方
起
き
る
と
三
日
月
が
東
か

ら
昇
り
、
朝
焼
け
が
始
ま
る
。
山
々

は
良
く
見
え
る
も
の
の
、
雲
は
下

界
に
広
が
り
相
変
わ
ら
ず
日
本
海

は
見
え
な
い
。
朝
食
を
摂
り
、
今

日
も
期
待
を
込
め
頂
上
に
向
か
う
。  

登
山
道
脇
に
も
、
雪
解
け
の
崩

壊
地
の
陽
当
た
り
の
良
い
場
所
に

も
、
薄
ピ
ン
ク
、
濃
い
ピ
ン
ク
色

と
姫
小
百
合
が
満
開
、
ま
だ
赤
い

蕾
も
時
々
目
に
入
る
。
濃
い
ピ
ン

ク
色
の
花
か
ら
は
良
い
香
り
が
漂

っ
て
く
る
と
同
行
者
は
口
々
に
言

う
が
鼻
の
悪
い
私
に
は
全
く
匂
わ

な
い
。
咲
き
始
め
は
色
も
香
り
も

濃
く
、
だ
ん
だ
ん
薄
く
な
る
よ
う

で
あ
る
。
山
百
合
な
ど
に
比
べ
二

回
り
か
ら
三
回
り
位
小
さ
い
感
じ

で
あ
り
、
姫
小
百
合
あ
る
い
は
別

名
の
乙
女
百
合
と
い
う
名
前
が
ピ

ッ
タ
リ
で
あ
る
。
小
屋
か
ら
の
姫

小
百
合
ロ
ー
ド
は
頂
上
ま
で
続
い

て
い
た
。 

 

 

 

頂
上
に
は
山
名
盤
が
あ
る
。
飯

豊
連
峰
、
御
神
楽
岳
、
吾
妻
山
～

磐
梯
山
、
守
門
岳
と
奥
に
浅
草

岳
・
魚
沼
三
山
、
GW
に
登
っ
た
米

山
な
ど
刈
羽
三
山
、
越
後
三
山
（
国

上
山
・
弥
彦
山
・
角
田
山
が
越
後

三
山
と
下
山
口
に
い
た
地
元
の
方

は
言
っ
て
い
た
）
、
佐
渡
の
山
波
、

遠
く
鳥
海
山
と
山
水
画
の
よ
う
に

四
方
八
方
良
く
見
え
た
。
こ
こ
で

新
潟
下
田
山
塊 

姫
小
百
合
が
舞
う
粟
ヶ
岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｔ
Ｋ 



は
過
去
、
未
来
の
山
行
の
花
が
咲

い
た
。 

 

  

姫
小
百
合
は
あ
る
程
度
の
光
を

好
む
よ
う
だ
。
今
回
見
ら
れ
た
ギ

フ
チ
ョ
ウ
、
大
名
セ
セ
リ
、
ア
カ

シ
ジ
ミ
な
ど
の
蝶
も
光
を
好
む
。

と
い
う
こ
と
は
登
山
者
の
都
合
で

切
り
開
き
、
草
刈
り
な
ど
し
た
登

山
道
も
姫
小
百
合
や
蝶
に
も
都
合

良
い
部
分
も
あ
る
の
だ
ろ
う
？
粟

ヶ
岳
登
山
道
で
は
岩
鏡
、
岩
団
扇

な
ど
の
植
物
も
毛
虫
・
バ
ッ
タ

類
・
鴬
等
の
鳥
な
ど
も
た
く
さ
ん

見
か
け
、
人
間
に
と
っ
て
害
虫
の

ヒ
ル
、
ダ
ニ
も
い
た
。
う
ま
く
共

存
共
栄
出
来
て
い
れ
ば
良
い
の
だ

か
?? 

  

粟
ヶ
岳
の
立
派
な
山
塊
が
望
ま

れ
る
加
茂
美
人
の
湯
で
入
浴
、
食

事
と
す
る
。
加
茂
市
は
桐
ダ
ン
ス

で
有
名
と
Kk
さ
ん
が
言
っ
て
い
た

が
、
そ
の
技
術
の
継
承
と
思
わ
れ

る
寄
せ
木
細
工
の
引
き
戸
が
飾
ら

れ
て
い
る
。
寄
せ
木
に
は
濃
淡
が

あ
り
離
れ
て
み
る
と
大
き
な
粟
ヶ

岳
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
。 

 

【
山
行
日
】
Ｈ
27
年
６
月
10
日
～

11
日 

 

【
参
加
者
】
河
原
塚
、
佐
々
木
雅
、

石
田
、
Ｔ
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